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箱根町水道事業運営協議会議事録

日 時：平成 27 年 2 月 20 日（金）13：30～15：10

場 所：箱根町役場 分庁舎 4 階 第 5 会議室

出席者：委 員：安藤雅章、北野谷克美、酒寄勝男、松井弘子、岡部 郷

原 三夫、中武朝子

町 側：町長、中村環境整備部長、勝俣上下水道温泉課長、座間副課長

芳澤業務係長、山﨑工務係長、勝又主査

進行区分 内 容

司会

町長

町

司会

環境整備部長

委員

ただ今から、箱根町水道事業運営協議会を開催させて

いただきます。

初めに、開会に当たりまして、山口町長よりご挨拶申

し上げます。

（町長あいさつ、決算概要説明）

※町長退席

（町側職員の自己紹介）

ただ今から議事に入ります。

今回の協議会は、委員任命後の初めての会議でありま

すので、会長及び副会長ともに決っておりません。従い

まして、会長選出までの間、会長に代わって環境整備部

長が進行役を努めさせていただきたいと思いますが、い

かがでしょうか。

（異議なし）

事務局から申し上げましたように、会長選出までの間、

私が進行役を努めさせていただきますので、よろしくお

願いいたします。

出席委員は 7 名であります。箱根町水道事業運営協議

会条例の規定により、委員の過半数が出席しており、定

足数に達しておりますので会議を開かせていただきま

す。

議題（1）「会長及び副会長の選出について」

箱根町水道事業運営協議会条例の規定により、協議会

に会長及び副会長を各 1 人置き、会長は委員の互選によ

り定めるとされております。

会長の選出について、ご意見をいただきたいと思いま

すがいかがでしょうか。

安藤委員に再度会長をお願いしたいと思いますが、皆
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環境整備部長

会長

副会長

会長

町

会長

町

様いかがでしょうか。

ただ今、安藤委員というご意見がございましたが、他

にご意見はございますか。

（全員賛成）

他にご意見がないようですので、ただ今推薦のありま

した、安藤委員に会長をお願いすることで、よろしくお

願いいたします。

（安藤委員、会長席へ移動）

（就任挨拶、議事進行）

以降の議題から、私が進行させていただきます。

それでは、引き続き「副会長の選出」についてよろし

くお願いいたします。

箱根町水道事業運営協議会条例の規定により、副会長

は、委員のうちから会長が任命することになっています

が、私といたしましては、北野谷委員にお願いをしたい

と思いますがいかがでしょうか。

（異議なし）

ご異議がないようですので、北野谷委員に副会長をお

願いしたいと思います。

（就任挨拶）

議題（2）「平成 26 年度箱根町水道事業執行状況につい

て」、町側から説明をお願いいたします。

（勝俣課長から内容説明後、質疑に入る）

当初予算に比べ純利益が多く見込まれていることは良

い結果が出ているということですが、前年度と比べて同

じくらいの額はでるのでしょうか。

議会に提出する予定の平成 27 年度予算書に、貸借対照

表と損益計算書の平成 26年度の決算見込を掲載させてい

ただいておりますが、それによりますと未処分利益剰余

金が約 4 億 3,100 万円、純利益が約 3,400 万円を見込ん

でいますので、約 4 億 6,500 万円の利益剰余金を見込ん

でいるものでございます。当初予算に比べ、少し増額と

なっているもので、これは収入見込の増と支出見込の減

との差益分が、利益剰余金として繰り越されているもの
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会長

町

委員

町

委員

町

委員

町

委員

でございます。

4 億円にはなりますか。

約 4 億 6,500 円という見込になっておりますが、法改

正により目的充当済の利益剰余金分が増えておりますの

で、金額的には伸しているのですが、実際に処分できる

剰余金については、それほど増えているわけではござい

ません。

営業収益について予定額に比べ見込額が、約 400 万円

増えていますが、過去に比べてかなり収益が上がってい

ると考えていいのでしょうか。

資料の数字につきましては、全て税込みとなっており

ますので、金額的には伸しているのですが、昨年 4 月の

消費税増税分の 3％も含まれているものであります。

来年度予算につきましても、後ほど説明いたしますが、

営業収益に関しまして、税抜きの金額ではさほど増えて

いないものでございます。

平成 25 年度～27 年度の間で、収益の実質的な税抜き金

額は、増えているのでしょうか。それとも平行線といっ

たところでしょうか。

若干の増額でございますが、ほぼ平行線といっていい

状況でございます。震災前の年に比べてみますと、そこ

までは追いついておりません。

収入の大きい湯本地域や温泉地域が、収益のプラス要

素になっているのでしょうか。

平成 27 年度予算におきまして、温泉地域は業務用の収

入を多く見積もりさせていただきましたが、湯本地域に

関しましては、業務用を少なく見積もりさせていただき

ました。

実際、観光客数は伸びておりますが、それが直接、水

道使用量の増に結びついているかといえば、そうでもな

いのが現実でございます。

なお、今回の予算編成に当たりましては、宮ノ下地域

及び芦之湯地域の収入を多く見させていただき、その他

の地域に関しましては、さほど増額を見込んでいないも

のでございます。

未収金が約 4,000 万円あったと思いますが、それに対

する回収率を上げれば、収益の方に転化されるのでしょ
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町

会長

町

委員

町

委員

町

うか。

貸借対照表で示す、資産の中の未収金が減り、現金が

増えるということになりますので、収益に関係するもの

ではございません。

ここ 10 年間の推移によりますと、給水人口及び給水栓

数ともに暫減ですので、若干少なくなるのではないかと

思われます。

震災以降、業務用の使用水量が減っていることと、経

費節減の意識から自己水等を使用されていることもあ

り、厳しい状況ではございます。

その他、ご意見、ご質問ございますか。

無いようですので、次に議題（3）「平成 27 年度箱根町

水道事業会計予算(案)について」、町側から説明をお願い

いたします。

（勝俣課長から内容説明後、質疑に入る）

収益的支出の原水浄水費で約 5,600 万円計上され、平

成 26 年度決算見込額に比べ、約 400 万円増となっていま

す。又、平成 25 年度決算見込額と比べても約 800 万円増

えているので、だいぶ増額されていると思います。

円安の影響などで原材料費が向上している中、修繕料

において、どのような材料のコストが上昇しているのか、

分析されているのであれば教えていただきたい。

原水浄水費の修繕料といたしましては、平成 26 年度予

算と平成 27 年度予算とで、同額の 380 万円を計上させて

いただいております。

原水浄水費の予算額が、年々増額しているということ

でありましたが、主に増となっている項目といたしまし

て、動力費が約 100 万円の増となっており、対前年度比

では、動力費が一番の増額となっております。

配水給水費に関しましても、大きな増といたしまして

は、動力費と光熱水費となっております。

漏水の件数はどれくらいあり、どの地区で多く発生し

ているのか教えていただきたい。

前年度の漏水件数ですが、町が本管漏水等で修繕を行

ったのは、約 50 件でございます。地区についてですが、

町内各地区で発生しておりますが、特に多かったのは湯

本地区と元箱根地区でありました。

広範囲に亘り断水になり、供給に支障を来たすような

大きな漏水は、ほとんどございませんでした。
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委員

町

委員

町

ただ今、お話しに上がったような漏水の多い地区に関

して、町では老朽化の進んでいる管を、新しい管に入れ

替える予定はないのでしょうか。

湯本地区とニノ平地区の 2 箇所については、平成 26 年

度に漏水が何度かございまして、この地区については本

管の入れ替えということで、来年度予算の送配水管整備

事業において、新規に予算計上をさせていただきました。

湯本地区の山崎には未だ老朽管が残っていると認識し

ていましたが、今年度、役場周辺で漏水がございまして、

色々と調査したところ未改良でしたので、予算計上させ

ていただきました。

ニノ平地区につきましては、平成 3 年度に簡易水道組

合から統合を受けたこともあり、その部分が未改良でし

たので、同じく予算計上させていただいたものでござい

ます。

また、元箱根地区でも漏水が多いと申し上げましたが、

同じく送配水管整備事業の配水管改良工事として予算計

上しており、平成 23 年度から継続的に工事をさせていた

だいております。

平成 19 年度に上水道基本計画を定めまして、それに基

づき、ポンプ場や配水池などの各施設の整備計画を策定

し、それに従って順次、計画的に整備を行っております。

我々ホテル業ですと、お客様から「料理が美味しい」、

「部屋が綺麗」や「従業員の対応が良い」など、色々な

声を受けて、経営全体の質を向上させるわけですが、水

道事業の場合、公営企業なので根本的に違う部分はある

と思いますが、使用者に対してどのような項目をもって

品質をキープしていくのか…何か基準などはあるのでし

ょうか。

色々な基準はございますが、特に水の安全性を重視し

ております。

昨今、騒がれております、原虫クリプトスポリジウム

対策として、前年度、大平台配水池に紫外線照射装置を

設置いたしました。今後、クリプトスポリジウム対策と

して、危険度の高い場所から順次、対応していく計画が

ございます。

また、遠方監視装置で残塩濃度を正確に測ることや、

濁度の管理などをすることにより、安心で安全な水を使

用者に供給しているものでございます。

さらに、定期的に水質検査も実施しております。そし

て、「おいしい水」の用件に合うよう調査しながら、使用

者に給水するようにしております。
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委員

町

委員

町

会長

町

箱根の水は「おいしい」と有名なので、管理等は行き

届いていると思います。経営者的視点で考えると、その

点を宣伝していけば、箱根の水をもっとブランド化でき

ると思います。

箱根の水は都会の水に比べ、飲料水として使えるまで

の浄水過程において、薬品などを多く使わずに済みます

ので、おいしいのだと思います。

また、町のホームページに水質検査などの結果を全て

公表し、箱根の水の安全性についても周知しております。

来年度水道事業運営方針の事業説明において、「未給

水地域解消のため、継続して塔之澤地区の配水管布設工

事を行う」と書かれていますが、具体的には塔之澤のど

の辺りを予定しているのでしょうか。

塔之澤地区の整備計画に基づき、平成 11 年度から事業

を開始しており、平成 34 年度の完成を目標に実施してお

ります。

平成 25 年度には、神奈川県の函嶺洞門バイパス工事で

設置されたトイレと、千歳橋のたもとにある飲食店に供

給するために、橋への添架をいたしました。

塔之澤地区については、未給水地域ということで、管

が通っていない状態でございますが、以前、建っていた

観光会館に供給していた管が残っていたので、その管を

仮設状態で利用し、函嶺洞門のトイレなどに供給してい

るのですが、正式な本管がないので、平成 26 年度、平成

27 年度にかけて、旭橋の方まで布設工事を行いまして、

そこまで来ている本管に接続し、供給するような計画で

事業を進めております。

平成 28 年度以降につきましては、「塔ノ沢駅」から山

の中を通して、国道 1 号線の「上塔ノ沢バス停」付近へ

水道管を降ろして整備する予定になっております。

塔之澤地区は、早川が蛇行し橋が何本か架かっており

ますが、全て土木遺産に指定されておりまして、道路管

理者から橋への添架が認められておらず、国道 1 号線に

沿って埋設していくことが不可能なので、山側から早川

を横断し降ろすルートと、「塔ノ沢駅」から国道 1 号線ま

で繋がっている歩道を通す 2 通りのルートを計画し、整

備を進めてまいります。

塔之澤地区の配水管布設工事は平成 34年度まで実施予

定ですが、供給開始はいつになるのでしょうか。

平成 19 年度から、一部の供給を開始しております。

現在 12 件水道が使えるようになっておりますが、申請
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会長

町

会長

町

会長

町

会長

があり実際に供給しているのは、10 件になります。

建設改良事業の遠方監視装置更新工事は、役場にある

装置の更新ということでよろしいですか。

役場の監視装置と、各施設の伝送装置、全の装置に係

る更新工事となっております。

全装置の更新工事ということですが、装置が停止する

期間はあるのでしょうか。

停止する期間はございません。

本工事は、2 ヵ年の継続事業で計画しており、来年度は

ソフトや機種等を選定する 1 年間とさせていただきまし

て、翌年度に機械等を全て整備していく予定でございま

す。

神奈川県が指定している土砂災害警戒区域が、箱根町

にも多数存在しますが、その区域内に町の本管が通って

いることが懸念されます。今すぐにと言うわけではあり

ませんが、今後調査等して対応していく必要があると思

います。

管網図などを参考にし、今後の研究課題とさせていた

だきます。

他に、ご意見、ご質問ありましたらお願いいたします。

無いようですので、次に議題（4）「その他」の議題で

すが、町側から何かございますか。

（特にないもの）

町側からは特にないようですが、委員皆様からは何か

ございませんか。

（特にないもの）

特に無いようですので、環境整備部長から一言お願い

いたします。

（環境整備部長あいさつ）

それでは本日予定しておりました審議が全て終了いた

しました。

会議の運営に対しまして、委員皆様のご協力に、深く

感謝を申しあげまして、閉会とさせていただきます。

本日は、どうもありがとうございました。



8

司会 ありがとうございました。

なお、次の運営協議会の開催は、今年の 7 月末頃を予

定しておりますので、ご承知置きくださいますようお願

いいたします。


